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資
料
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1

「大
戦
中

に
於

け
る
米
国
製
油
工
業
進
展

の
概
要
」

三

輪

宗

弘

資
料

「大
戦
中
に
於

け
る
米
国
製
油
工
業
進

展
の
概
要
」
は
海
軍
技
術
少
佐
阿
久

根
央
氏
が
所
蔵
し
て
い
た
、
エ
グ
ロ
フ
(
G
u
s
t
a
f
 
E
g
l
o
f
f
)

博
士
の
台
湾
高
雄
で
の

講
演
の
記
録
で
あ
る
。
講
演
が
行
な
わ
れ
た
の
は
昭
和
二
十

一
年
二
月
十
四
日
で
あ

り
、
日
本
語
に
訳
さ
れ
た
の
は
二
月
十
九
日
で
あ
る
が
、
訳
者
は
明
記
さ
れ
て
い
な

い
。
G

・
エ
グ
ロ
フ
博
士
は
U
O
P

(
U
n
i
v
e
r
s
a
l
 
O
i
l
 
P
r
o
d
u
c
t
s
 
C
o
.

)
社
に
所

属
し
、
同
社
の
発
展
に
寄
与
し
、
M
r
.
P
e
t
r
o
l
e
u
m

の
愛
称
で
呼
ば
れ
て
い
た
が
、

石
油
精
製
の
世
界
的
な
権
威
で
あ
る
。
接
触

分
解
、
合
成
ゴ
ム
、
D
D
T
な
ど
は
、

当
時
の
最
先
端
技
術
で
あ
り
、
暗
中
模
索
の
技
術
だ

っ
た
こ
と
を
想
起
さ
せ
て
く
れ

る
。
こ
の
解
説
で
は
、
革
新
的
な
技
術
で
あ

っ
た

「接
触
分
解
」
に
焦
点
を
絞
り
、

素
描
し
て
お
き
た
い
。

こ
の
記
録
を
読
む
と
、
敵
と
し
て
闘
っ
た
こ
と
よ
り
も
、
共
通
の
技
術
開
発
に
取

り
組
ん
だ
同
志
、
換
言
す
れ
ば
航
空
機
ガ
ソ
リ

ン
製
造
に
打
ち
込
ん
だ
仲
間
と
い
う

雰
囲
気
が
行
問
に
湧
き
出
し
て
い
る
。

さ
て
、
第
六
海
軍
燃
料
廠
に
つ
い
て
詳
し
く
か
か
れ
て
い
る
文
献
に
、
昭
和
61
年

に
刊
行
さ
れ
た

『第
六
海
軍
燃
料
廠
史
』
が
あ
る
。
ま
た

コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
ら

れ
た
も
の
に
福
島
洋

「大
東
亜
戦
争
と
第
六

海
軍
燃
料
廠
史
」
(『日
本
海
軍
燃
料
廠

史
上
』
所
収
)
が
あ
る
。
こ
れ
に
準
拠
し
、
第
六
海
軍
燃
料
廠
の
生
い
立
ち
を
振
り

返

っ
て
お
こ
う
。
同
燃
料
廠
は
イ
ソ
オ
ク
タ
ン
を
主
と
す
る
航
空
燃
料
の
生
産
を
行

う
目
的
で
、
開
戦
直
後
に
建
設
が
台
湾
の
三
ヶ
所

(新
竹
、
新
高
、
高
雄
)
で
開
始

さ
れ
、
昭
和
十
九
年
四
月
ご
ろ
か
ら
漸
次
試
運
転
に
入
っ
た
。

高
雄

新
竹

新
高

原
油
蒸
留
、
熱
分
解
、
接
触
分
解
な
ど
の
製
油
施
設

ブ
タ
ノ
ー
ル
発
酵

・
イ
ソ
オ
ク
タ
ン
合
成
の
施
設

潤
滑
油
製
造
施
設

高
雄
で
は
南
方
原
油
を
、
新
竹
で
は
台
湾
で
取
れ
る
サ
ト
ウ
キ
ビ

(薦
糖
)を
、
新

高
で
は
南
方
産
コ
ブ
ラ

(椰
子
の
実

の
果
肉
)
を
原
料
と
考
え
て
い
た
。
新
竹
の
薦

糖
の
連
続
発
酵
式

に
よ
る
ブ
タ
ノ
ー
ル
製
造
は
、
昭
和
十
九
年
七
月
に
完
成
し
た
が
、

試
運
転
の
結
果
は
成
績
不
良
で
あ

っ
た
。
渡
辺
伊
三
郎
少
将
は
こ
の
失
敗
に
関
し
て

下
記
の
よ
う
に
率
直
に
回
顧
し
て
い
る
。

「連
続
発
酵
法
を
採
用
し
た
の
は
そ
の

一
例
で
、
こ
れ
は
美
事
に
失
敗
し
、
鼎
の

軽
重
を
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

…

中
略

…

生
物
で
あ
る
菌
類
と
鉱
物

性

の
石

油

と

を

同

一
視

し
た

と

こ

ろ

に
問

題

が

あ

っ
た

。
発

酵

菌

は

、
純

粋

培
養

し

、
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雑
菌
を
絶
滅
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
原
理
は
尊
重
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。L

雑
菌
が
入
り
発
酵
に
よ
る
ブ
タ
ノ
ー
ル
は

で
き
な
か

っ
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
ブ
タ
ノ
ー
ル
を
原
料
に
し
て
製
造
さ
れ
る
イ
ソ
オ
ク
タ
ン
は
、
当
然
製
造
さ
れ

な
か

っ
た
。

新
高
で
は
、
コ
ブ
ラ
の
還
送
が
期
待
で
き
な
く
な
り
、
設
備
が
昭
和
二
十
年
四
月

に
完
成
し
た
も
の
の
、
潤
滑
油
製
造
で
は
な
く
廃
潤
滑
油
の
再
生
装
置
に
転
用
し
た
。

高
雄
で
は
、
昭
和
十
九
年
四
月
に
原
油
蒸
留
設
備

(1
0
0
0
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
/

ロ

ダ
ブ
ス
式
で
あ
る
が
、
熱
分
解
部
分
は
未
完
)
が
完
成
し
、
南
方
産
原
油
を
精

製
し
た
。
接
触
分
解
装
置

(3
2
0
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
/
日
)
も
昭
和
二
十
年

一
月
に
竣

工
し
た
。
他
に
廃
航
空
鉱
油

・
各
種
航
空
グ
リ
ー
ス
の
製
造
は
昭
和
十
九
年
秋
に
可

能
に
な

っ
た
。
エ
グ
ロ
フ
博
士
が

「
O
h
!
W
o
n
d
e
r
f
u
l
!

と
言

っ
た
の
は
、
お
そ
ら

く
極
東
の
地
で
花
咲

い
た
接
触
分
解
装
置
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

昭
和
十
四
年
に
U
O
P
社
の
固
定
床
接
触
分
解
法
パ
イ
ロ
ヅ
ト
プ
ラ
ン
ト
の
図
面

を
含
む
技
術
情
報
を
得
た
日
本
海
軍
は
、
昭
和
十
九
年
に
四
日
市
の
第
二
海
軍
燃
料

廠
に
二
系
列

(2
0
0
0
バ
ー
レ
ル
/
日
×
二
基
)
の
固
定
床
接
触
分
解
装
置
を
完
成

さ
せ
た
。
台
湾
第
六
海
軍
燃
料
廠
で
も
同
様

の
固
定
床
分
解
装
置
が
建
設
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
石
油
お
よ
び
軽
油
を
触
媒
の
下
に
接
触
的
に
気
相
分
解
し
て
、
水
素
添
加

せ
ず
に
航
空
機
揮
発
油
を
製
造
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
で
は
フ
ー
ド
リ
ー

(
H
o
u
d
r
y

)
社

が
昭
和
十

一
年
に
新
し
い
ガ
ソ
リ
ン
の

製
造
法
で
あ
る
、
固
定
床
の
触
媒
に
よ
る
接

触
分
解
反
応
と
改
質
反
応
と
を
同
時
に

起
こ
す
画
期
的
接
触
分
解
法
を
開
発
し
た
。
海

軍
・
陸
軍
も
い
わ
ゆ
る
フ
ー
ド
リ
ー
法

の
技
術
導
入
を
模
索
し
た
が
、
特
許
料
で
折
り
合
い
が
付
か
ず
、
断
念
し
た
。
フ
ー
ド
リ

i
法
は
改
良
さ
れ
流
動
床
触
媒
法

(F
C
C
)
を
採
用
し
、
生
産
効
率
を
飛
躍
的
に
高

め
た
。
流
動
触
媒

(
F
l
u
i
d
 
C
a
t
a
l
y
s
t

)
を
使
用
す
る
の
で
、
H
o
u
d
r
i
f
l
o
w

と
呼
ば
れ

て
い
る
。

固
定
床
か
ら
流
動
床
に
発
展
さ
せ
た
流
動
接
触
分
解
法
は
第
二
次
世
界
大
戦
中
に

ア
メ
リ
カ
で
急
速
な
進
歩
を
遂
げ
、
戦
後
日
本
に
導
入
さ
れ
た
。
U
O
P
社
が
開
発

し
た
固
定
床
の
接
触
分
解
法
は
、
U
O
P
社
が
フ
ー
ド
リ
ー
社
の
成
功
に
刺
激
さ
れ
、

F
C
C
開
発
に
技
術
者
を
振
り
向
け
た
た
め
に
、
U
O
P
社
で
は
固
定
床
は
研
究
さ

れ
ず
・
日
本
で
開
花
し
た
と
い
え
よ
墾

エ
グ
ロ

フ
博
士
は
非
常
に
興
味
を
持

っ
た

に

違

い

な

か

ろ

う

。

エ

グ

ロ

フ
博

士

グ

ル

ー

プ

が

言

及

し

て

い

る

、

T

C

C

(
T
h
e
r
m
o
m
e
t
e
r
 
C
a
t
a
l
y
t
i
c
 
C
r
a
c
k
i
n
g

)

や

U
.
0
,
P
.流

動

触

媒

分

解

法

の
詳

し

(
14

一

い
解
説
は
技
術
書
を
参
照
さ
れ
た
い
。

次
に
敗
戦
後
の
状
況
に
つ
い
て
触
れ
よ
う
。

昭
和
二
十
年
九
月
中
旬
か
ら
、
中
華
民
国
の
海
軍
、
陸
軍
、
空
軍
が
入
れ
代
り
進

駐
し
た
が
、
最
後
に
中
華
民
国
経
済
部
が
接
収
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
十
月
十
日
か

ら
接
収
作
業
が
開
始
さ
れ
、
経
済
部
台
湾
区
特
派
員
弁
公
処
石
油
事
業
接
管
委
員

会

・
沈
観
泰
氏
が
十
月
二
十
日
に
第
六
海
軍
燃
料
廠
を
正
式
に
接
収
し
た
。
石
油
事

業
接
管
委
員
会
委
員
長
は
金
開
英
氏
で
あ

っ
た
。
十
二
月
中
旬
に
装
置

.
建
物

.
物

資
の
接
収
目
録

(物
資
は
品
目
、
規
格
、
数
量
別
)
を
提
出
し
、
引
渡
し
を
終
了
し

た
。

復
旧
工
事
終
了
後
順
次
帰
国
す
る
こ
と
に
な
り
、
第

面

に
=
=

五
人
が
船
便

に
乗
り
込
み
、
翌
二
十

一
年
四
月
十
日
に
最
後
の
三
五
人
が
名
古
屋
に
向
か

っ
た
。

第
六
海
軍
燃
料
廠
跡
地

・
設
備
は
中
華
民
国

の
石
油
化
学
工
業
の
発
展
に
寄
与

し
、

一
部
は
軍
事
施
設
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。
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大
戦
中
に
於
け
る
米
国
製
油
工
業
進
展
の
概
要

(昭
和
二
十

一
年
二
月
十
四
日
中
國
経
済
部

石
油
委
員
会

の
招
聰

に
よ
り

「
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
、
オ
イ
ル
プ

ロ
ダ
ク
ト
」
会
社

「
エ
グ

ロ
フ
」
博
士

一
行
が
第
六
海
軍
燃

料
廠
高
雄
施
設
視
察
の
際
廠
職
員
に
対
す
る
講
演
速
記
録
な
り
)

金

開

英

主

任

(経

済

部

石

油

事

業

委

員

会

)

ロ
ハ今

よ

り

米
国

「
ユ
ニ

バ
ー

サ

ル
、

オ
イ

ル
、
プ

ロ
ダ

ク

ト
」
会

社

(以

下

「
ユ
ー

、

オ

ー

、

ピ

ー

」

会

社

と

略

称

す

)

「
エ
グ

ロ

フ
」

博

士

の
大

戦

中

に
於

け

る
米

国

製

油

事

業

進

展

の
概

要

に
関

す

る

御

講

話

が

あ

り

ま

す

。

博

士

は

皆

様

御

承

知

の
通

り
、

製

油

界

の
第

一
人

者

で

あ

り

ま

し

て

、
殊

更

紹

介

申

上

げ

る

迄

も

な

く

余

り

に
も

有

名

な

方

で

あ

り

ま

す

。

此

の
御

講

話

を

拝

聴

致

し
ま

し

て

か

ら

、
引

き
続

き

米

国

に
於

て

躍

進
的

発

展

を

遂

け

た

接

触

分

解

法

に

関

し

、

同

社

技

師

「
シ

ヤ

ウ

レ
ー

」
氏

よ

り

流

動

触

媒

法

(
「
フ

ル
ー

ド

、

カ

タ

リ

シ

ス
」

法

に

し

て

「
ユ
ー

、

オ

ー

、

ピ

!

」
設

計

に
係

る

も

の

に

し

て

実

装

置

は

「
ス
タ

ン

ダ

ー

ド

」
系

製

油

所

に
於

て
採

用

さ

れ

つ

Σ
あ

る

も

の
)
に
付

、

又

濱

氏

(米

国

「
ル

ー

マ

ス
」
製

油

所

に
於

て

長

期

間

研

究

に
従

事

さ

れ

た

る
中

国

技

術

者

)
よ

り

「
テ

ー

、

シ
ー

、

シ

ー

、
」
法

(
サ

ー

モ

フ

オ

ー

カ

タ

リ

ツ

ク

、

ク

ラ

ツ
キ

ン
グ

)
に
付

御

講

話

が

あ

り

ま

す

。

尚

濱

氏

よ

り

最

近

殺

虫

剤

と

し

て

有

名

な

る

「
デ
i

、

デ

ィ
、

テ
ー

」
に
関

し
簡

単

な

る

説

明

が

あ

る

と

思

ひ

ま

す

。

「
エ
グ

ロ
フ
」

博

士

(
「
ユ
ー

、

オ

ー

、
ピ

ー

」
会
社

研
究

所

長

)

私

が

台

湾

に
参

り

ま

し

て
皆

様

に
御

会

ひ
出

来

た

こ
と

は

欣

快

に
堪

へ
な

い
次

第

で
あ
り
ま
す
。

本
廠
に
参
り
ま
し
て
親
し
く
皆
様
の
為
さ
れ
た
事
業
を
拝
見
し
ま
し
た
虜
、
其
の

事
業
が
斯
く
も
立
派
な
も
の
で
あ
る
事
を
見
て
感
心
致
し
ま
し
た
。
即
ち
装
置
、
施

設
の
配
備
特
に
施
設
の
分
散
、
防
護
等
に
関
し
、
又
資
材
の
有
効
利
用
に
関
す
る
異

常
な
る
御
努
力
に
対
し
、
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
従

っ
て
皆
様
が
為
さ

れ
て
来
た
御
苦
心
の
貴
重
な
る
結
晶
を
活
か
す
為
に
、
私
共
は
之
等
施
設
の
設
計
等

に
関
し
詳
細
承
り
ま
し
て
、
今
後
の
改
善
に
当
り
皆
様
に
報
ひ
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

大
戦
中
米
国
で
は
、
製
油
法
に
関
す
る
研
究
改
善
が
躍
進
的
発
展
を
遂
げ
、
近
年
に

無
い
様
相
を
示
し
て
居
り
ま
す
。

之
等
の
研
究
改
善
は
主
と
し
て
航
空
揮
発
油
、
自
動
車
揮
発
油
で
あ
り
ま
し
て
、

よ
り
高
い

「オ
ク
タ
ン
」
価
の
製
品
を
造
ら
ん
と
す
る
試
み
で
あ
り
ま
す
。

又
潤
滑
油
も
同
様
、
原
油
よ
り
潤
滑
油
を
製
造
す
る
に
当
り
溶
剤
油
出
法
の
研
究

改
善
は
勿
論
、
添
加
剤
に
よ
る
品
質
向
上
に
関
し
、
幾
多
の
貴
重
な
る
研
究
成
果
を

収
め
た
の
で
あ
り
ま
す
。
過
去
五
年
の
研
究
は
主
と
し
て
航
空
潤
滑
油
で
あ
り
ま
し

て
、
今
次
大
戦
中
三
十
万
機
の
航
空
機
の
使
用
を
目
途
と
す
る
生
産
で
あ
り
ま
す
。

使
用
条
件
は
最
低
零
下
六
〇
度
F

(零
下
五
十

一
度
C
)
か
ら
最
高

一
五
〇
度
F

(六
六
度
C
)
迄
の
も

の
が
要
求
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
此
の
外
航
空
特
殊
潤
滑

油
、
作
動
油
等
の
用
途
が
拡
大
さ
れ
、
之
に
関
連
し
て
研
究
が
進
め
ら
れ
た
の
で
あ

り
ま
す
。
即
ち
普
通
の
気
温
か
ら
極
め
て
低
温
度
迄
僅
か
十
分
以
内
に
於
て
、
急
変

す
る
状
態
の
下
に
使
用
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
、
粘
度

・
温
度
変
化

(粘
度
指
数
)

を
口
さ
ざ
る
適
当
な
る
も
の
を
必
要
と
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

航
空
揮
発
油
の
品
質
は
、
今
次
大
戦
中

「オ
ク
タ
ン
」
価

二

〇
〇
十

X
」
の
も
の

を
要
求
さ
れ
ま
し
た
。
之
は
接
触
分
解
、
異
性
化

「ア
ル
キ

レ
ー
シ
ョ
ン
」
「サ
イ
ク

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
脱
水
素
等

一
連
の
過
程
を
経
て
、
「イ
ソ
ペ
ン
タ
ン
」
「イ
ソ
ヘ
キ
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サ

ン
」
「イ

ソ
オ

ク

タ

ン
」
等

の
配

合

燃

料

を

製

造

し
、
航

空

原
料

揮

発

油

に
混

合

し
、

四

・
六

%

「
ガ

ロ

ン
」
(○

・
二
七

二

%

エ
チ

ル
鉛

)
の

「
エ
チ

ー

ル

フ

ル
ー

ド

」

を

加

え

、

二

〇

〇

十

X
」
の
高

「オ

ク

タ

ン
」
価

揮

発

油

を

得

た

の

で
あ

り

ま

す

。

一

九

四
〇

年

以
前

の

「
モ
ー

タ

ー

」
揮

発

油

は

、

乗

用
車

「
ト

ラ

ッ
ク

」
「
バ

ス
」
に
用

ひ

ら

れ

、

「
オ

ク

タ

ン
」
価

は

七

四

～
七

六

の
も

の

で

あ

り

ま

し

た

が

、

現

在

の

傾

向

と

し

て

は

「
オ

ク

タ

ン
」
価

八

〇

の
も

の
が

普

通

に

な

り

、

八

五

～

九

〇

の
も

の
が

現

在

の
目

標

で
あ

り
ま

す

。

一
〇

〇

十

X
の

高

「
オ

ク

タ

ン
」
価

揮

発

油

の
最

高

生

産

高

は

五
十

五

万

「
柘

/

日

」
(
八

万

八

千

屯

/

日

)
で

あ

り

、

他

の
自

動

車

揮

発

油

の

生

産

高

は

百

五

十

万

柘

/

日

(
二
十

四
屯

/

日

)
で
あ

り

ま

す

。

我

々

の
精

油

所

で

は

最

高

五

百

万

柘

/

日

(八

十

万

屯

/

日

)
の
原

油

を

処

理

し

た

事

が

あ

り

ま

す

。

之

等

以

外

に

「
ア

ス

フ

ァ
ル
ト

」
が

多

量

に
生

産

せ

ら

れ

、

他

の
化

学

製

品
も

多

量

に
生

産

せ

ら

れ

た

の

で
あ

り

ま

す

。

一
例

を

挙

げ

れ

ば

合

成

「
ゴ

ム

」
の
製

造

で

あ

り

ま

す

。

生

産

高

は

一
〇

〇

万

屯

/

年

に
も

達

し

ま

し

た

。

「
合

成

ゴ

ム

」
の
製

造

法

に
は

二

つ

の
方

法

が

あ

り

、

一
つ
は

「ブ

ナ

」
の
方

法

で
あ

り

七

五

万

屯

/

年

の
生

産

高

に
達

し

、

他

は

「ブ

チ

ル

ゴ

ム

」
で
あ

り

一
〇
屯

/

年

の
生

産

高

に

達

し

て

居

り

ま

す

。

之

は

「イ

ソ
プ

レ

ン
」

と

「
イ

ソ
ブ

テ

ン
」
の
重
合

体

で
あ

り
ま

す

。

此

の

「ゴ

ム
」
は

天

然

「ゴ

ム
」
よ

り

遥

か

に
優

れ

た

点

が
あ

り

ま

す

。

即

ち

自

動

車

の

「タ

イ

ヤ
」
に
使

っ
た

場

合

、

天
然

「
ゴ

ム

」
製

品

に
較

べ
て

空

気

の
漏

洩

が

二

十

分

の

一
で

あ

り

ま

す

。

高

速

荷

重

運

転

の
際

「
パ

ン
ク

」
し

ま

せ

ん

。

之

は

「イ

ソ

プ

レ

ン
」
に
二

～

五

%

の

「イ

ソ
ブ

テ

ン
」
を

加

へ
、

塩

化

「
ア

ル
ミ

ニ
ウ

ム

」
触

媒

を

用

ひ

、

零

下

百

五

十

度

F

(零

下

六

十

六

度

C

)
で
反

応

さ

せ

て
得

ら

れ

た

の

で

あ

り

ま

す

。

.

此
の
研
究
に
よ
り
科
学
技
術
の
分
野
に
非
常
に
多
く
の
も
の
を
得
ま
し
た
。
即
ち

零
下
百
五
十
度
F

(零
下
六
十
六
度
C
)
で

一
日
、

一
日
又
は

一
年
に
も
亘

っ
て
実

験
が
行
わ
れ
た
の
で
、
我
々
は
教

へ
ら
れ
る
所
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

此
の
外

「チ
オ
コ
ー
ル
ゴ
ム
」
も
研
究
さ
れ
、
実
用
化
さ
れ
て
居
り
ま
す
。
「チ
オ

コ
ー
ル
ゴ
ム
」
は
二
塩
化

「
エ
タ
ン
」
を
多
硫
化

「ソ
ー
ダ
」
で
重
合
さ
せ
て
得
ら
れ

ま
す
。

此
の
席
上
を
借
り
ま
し
て
、
現
在
進
展
中
の
新
興
化
学
工
業
に
就
て
御
話
致
し
度

い
の
で
あ
り
ま
す
が
、
時
間
の
都
合
上
次
の
機
会
に
割
愛
す
る
事
に
致
し
ま
す
。

尚
講
演
者
の
特
別
の
取
計
に
よ
り
、
講
演
中
に
て
も
差
支
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
ど

し
ど
し
御
質
問
を
願
ひ
ま
す
。

「シ
ヤ
ウ
レ
イ
」
氏

私
が
接
触
分
解
に
就
て
御
話
す
る
の
は
、
福
島
大
佐
が
大
変
関
心
を
有
し
て
居
ら

れ
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

ロ
ハ今
よ
り
流
動
触
媒
に
依
る
接
触
分
解
装
置
に
つ
い
て
御
話
致
す
の
で
あ
り
ま
す

が
、
其
の
前
に
現
在
米
国
に
於
て
進
展
し
て
来
た
接
触
分
解
法
を
御
紹
介
致
し
ま
す
。

接
触
分
解
法
に
は
三
つ
の
方
法
が
あ
り
、
「フ
ー
ド
レ
イ
」
法

「テ
ー
、
シ
ー
、
シ
ー
」

法
蛇
ロ
ハ今
御
話
す
る
流
動
触
媒
法
で
あ
り
ま
す
。
戦
争
中
は
之
等
の
装
置

に
よ
り
、

航
空
揮
発
油
を
生
産
し
て
居
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
自
動
車
揮
発
油
製
造
に
転
換
致

し
て
居
り
ま
す
。
此
の
三
種
の
接
触
分
解
法
に
よ
る
装
置
は
、
合
計
米
国
に
百
基
余

.り
装
置
さ
れ
て
居
り
ま
す
。

流
動
触
媒
法
に
よ
る
主
要
部
分
に
付
て
は
図
を
書

い
て
説
明
致
し
ま
す
。
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Figl(第1図)

 

塔
は
反
応
室
と
再
活
性
室
と
の
組
合
せ
で
使

用
触
媒
は
微
粒
子
状
で
流
れ
ま
す
。

原
料
油

(
「ト

ッ
ピ

ン
グ
」
処
理
油
に
て
も
可

)
は
五
〇
〇
度
F

(
二
六
〇
度
C
)

に
加
熱
さ
れ
、
触
媒
を

(F
)
か
ら
吸
ひ
込
み

つ
つ

「パ
イ
プ
」
(G
)
を
上
昇
し
ま

す
。
触
媒
の
温
度
は

一、
〇
五
〇
～

一
、
}
○
○

度
F

(五
九
五
～
六
五
〇
度
C
)
で
あ

る
か
ら
、
油
は

「パ
イ
プ
」
を
上
昇
す
る
に
従

っ
て
加
熱
さ
れ
、
九
〇
〇
～
九
五
〇

度
F

(四
八
二
～
五

一
〇
度
C
)
迄
加
熱
さ
れ
ま
す
。
反
応
室

(A
)
に
入
る
と
反
応

が
起
り
、
触
媒
と
油
気
と
は
分
離
し
ま
す
。
此

の
分
離
現
象
は
、
硝
子
製
の
模
型
の

塔
を
用
ひ
れ
ば
、
触
媒
が
A
面
で
非
常
に
濃
い
相
を
示
し
て
明
白
に
分
離
す
る
の
が

見
え
ま
す
。

油
気
は
精
溜
塔
に
導
か
れ
る
が
、
触
媒
微
粒
子
は

「サ
イ
ク

ロ
ン
」
(B
)
に
よ
り

下
部

へ
落
さ
れ
ま
す
。
「サ
イ
ク
ロ
ン
」
が
あ

っ
て
も
、
尚
ほ

一
部
の
触
媒
は
精
溜

塔
に
同
伴
さ
れ
、
其

の
底
部
に
溜
ま
る
の
で
、
其
処
よ
り
油

の
入
口

(H
)
に
小
さ

な

「パ
イ
プ
」
で
回
収
さ
れ
ま
す
。
反
応
が
起
る
と
触
媒
は
炭
素
で
黒
く
な
り
、
(1
)

な
る

「パ
イ
プ
」
よ
り
元
の
再
活
性
室

へ
戻
り
ま
す
。
皆
さ
ん
は
何
故
に
油
気
が
此

の

(1
)
な
る

「パ
イ
プ
」
へ
入
つ
て
来
な
い
か
と
疑
問
を
持
た
れ
る
と
思
ひ
ま
す
が
、

(1
)
な
る

「パ
イ
プ
」
の
上
部
の
漏
斗
型
の
中
は
、
触
媒
で
詰
り
油
気
は
入
ら
な
い

の
で
あ
り
ま
す
。

触
媒
に
附
着
せ
る
炭
素
分
は
再
活
性
室
で
燃
や
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
す
が
、
極
く

僅
か
の
油
気
が
触
媒

に
附
着
し
て
ゐ
る
の
で

(E
)
な
る
弁
の
上
よ
り
蒸
気
を
吹
込

ん
で
、
触
媒
に
附
着
し
て
ゐ
る
油
気
を
反
応
室
に
戻
し
ま
す
。
触
媒
に
附
着
し
て
居

る
炭
素
は

「プ
ロ
ワ
ー
」
か
ら
圧
送
さ
れ
た
空
気
が
燃
や
さ
れ
ま
す
。

煙
道

「ガ
ス
」
は

「サ
イ
ク
ロ
ン
」
を
通
っ
て
煙
道
へ
出
ま
す
。
「ス
タ
ー
タ
ー
」

は
起
動
時
の
暖
機
用

「バ
ー
ナ
ー
」
で
行
ひ
ま
す
。
運
転
整
定
後
使
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

以
上
で
触
媒
の
循
環
系
統
の
説
明
は
終
り
ま
す
。

尚

(E
)
及

(F
)
の

「
バ
ル
ブ
」
は
圧
力
調
節
用
で
反
応
室
は
七
～

一
〇
井
/
口

で
再
活
性
室
は

一
五
井
/
口
に
調
整
さ
れ
ま
す
。

山
田
大
尉

何
故
触
媒
が
落
ち
ま
す
か
。

「
シ

ヤ
ウ

レ
ー

」

氏

触

媒

は

自

重

で
落

ち

て
行

き

ま

す

。
(
1
)
な

る

「
パ

イ
プ

」
は

四
〇

□

□

あ

り
ま

す

。

田
村
中
佐

触
媒
の
充
填
は
何
処
よ
り
行
ふ
や
。
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「シ
ヤ
ウ
レ
ー
」
氏

触
媒
の
充
填
は

(C
)
な
る

「パ
イ
プ
」
よ
り
行
ひ
ま
す
。
先
ず

「バ
ー
ナ
i
」
を
燃

や
し
て
熱
風
を
送
り
、
D
線
に
迄
詰
ま

つ
て
る
触
媒
が

一
〇
〇
〇
度
F

(五
三
八
度

C
)
に
達
し
た
時
、
油
を
通
し
ま
す
。

田
村
中
佐

運
縛
中
の
補
充
は
何
処
よ
り
行
ふ
や
。

「シ
ヤ
ウ
レ
ー
」
氏

触
媒
は

(J
)
な
る
高

い
塔
に
あ
り
、
空
気

で
再
活
性
室

へ
吸
込
み
ま
す
。

廠

長
触
媒
の
活
性
化
は
連
績
的
な
る
や
否
や
。

「シ
ヤ
ウ
レ
ー
」
氏

連
績
的
に
行
は
れ
、

一
年
に
二
回
位
し
か
運
転
は
止
め
ま
せ
ん
。

「エ
グ
ロ
フ
」
博
士

此
と
違

っ
た
型
で
十
八
ヶ
月
間
連
続
運
[転
】
の
記
録
が
あ
り
ま
す
。

「シ
ヤ
ウ
レ
ー
」
氏

此
の
型
の
装
置
に
よ

っ
て
は
、

一
八
〇
日
間
連
続
的
に
航
空
揮
発
油
の
生
産
を
な

し
た
の
が
最
高
記
録
で
あ
り
ま
す
。

田
村
中
佐

触
媒
と
油
の
比
は
如
何
。

「シ
ヤ
ウ
レ
ー
」
氏

其
の
比
は
六
対

一
～

一
五
対

↓
で
あ
り
ま
す
。

松
山
大
尉

触
媒
は
何
で
す
か
。

「シ
ヤ
ウ
レ
ー
」
氏

二
種
類
の
触
媒
を
用
ひ
ま
す
。
表
に
示
せ
ば
次
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。

1

天

然

鰯

媒

・

・

・

…

白

土

の

酸

処

理

2
合
成
燭
媒

A
珪
酸

i

「ア
ル
ミ
ナ
」
系

(イ
)
粉
状

(
ロ
)
球
状
粒
子

(M

・
S

触
媒

B
珪
酸

ー

「マ
グ
ネ
シ
ア
」
系

触
媒
の
回
収
は
此
様
な
簡
単
な
装
置
で
行
ふ
時
は
球
状
微
粒
子
触
媒
を
用
ひ
た
方

が
良
い
、
直
脛

一
粍
位
の
触
媒
が
良
い
。
粉
末
触
媒
を
用
ひ
た
時
、
煙
道

「ガ
ス
」

を
逃
す
に
は
煙
道
に

「オ
イ
ル
ス
ク
ラ
ッ
バ
ー
」
及

「
コ
ッ
ト
レ
ル
」
受
器
を
附
け

る
必
要
が
あ
る
。
精
溜
塔
か
ら
先
の
部
分
は
普
通
の
方
法
と
同
じ
様
式
で
あ
る
。
戦

争
中
に
は
触
媒
と
し
て
硅
酸
1

「ア
ル
ミ
ナ
」
系
触
媒
が
大
部
分
用
ひ
ら
れ
た
が
、

天
然
触
媒
も
用
ひ
ら
れ
ま
し
た
。

之
等
三
種
の
触
媒
を
用
ひ
た
る
場
合
、
生
成
揮
発
油
の
性
状
を
比
較
す
れ
ば

硅
酸

i

「
マ
グ
ネ

シ
ア
」

系

天
然
触
媒

硅
酸

ー

「
ア
ル

ミ
ナ
」

系

「ガ

ソ
リ

ン
」
収
率

(
%
V

.五

↓

五
〇

四
七

「オ

ク
タ

ン
」

価

七
九

八
〇

八
二

「ビ

ー
ビ

ー
」

溜
分

八↓
六
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硅

酸
ー

「
ア

ル

ミ

ナ
」

系

触

媒

を

用

ひ
た

る

時

、

「
オ

ク

タ

ン
」

価

八

二

の

「
ガ

ソ

リ

ン
」

が
得

ら
れ

、

天
然

触

媒

を

用

ひ
た

時

は
八

〇

の

「
ガ

ソ

リ

ン
」

が
得

ら

れ

る

の

で

、
航

空

揮

発

油

製

造

用

に

は
硅

酸

-

「
ア

ル

ミ

ナ
」

系

触

媒

が

用

い
ら

れ

ま

し
た

。

硅

酸

1

「
マ
グ

ネ

シ

ヤ
」

系

触

媒

に

よ

る

揮

発

油

の
収

率

は

他

の
触

媒

よ

り

六

%
も

多

い
五

三

%
を

示

し

て

居

り

ま

す

。

だ

か

ら

今

后

は

揮

発

油

の
収

率

大

な

る

硅

酸

1

「
マ
グ

ネ

シ

ヤ
」

系

触

媒

が

多

く

用

ひ

ら

れ

る

で
せ

う

。

硅

酸

-

「
ア

ル

ミ

ナ

」

系

触

媒

を

用

ひ

た

時

は

「
ブ

タ

ン

、

ブ

テ

ン

」

溜

分

ニ
ビ

i

、

ピ

ー
」

溜

分

)

は

一
六

%

な

り

。

即

ち

藤
井
技
手

補
充
す
る
触
媒
は
冷
態
の
侭
に
て
差
支
な
き
や
、
加
熱
さ
れ
る
や
。

「
シ

ヤ

ウ

レ

ー

」

氏

熱
風
に
て
加
熱
さ
れ
、
圧
縮
空
気
で
送
入
し
ま
す
。

藤
井
技
手

触
媒
は
詰
る
事
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

「
フ
テ

ン
」

「イ

ソ

フ
タ

ン
」

「
ノ
ル

マ
ル

フ
タ

ン
」

組
成

六
%

八
%

二
%

重
合

四
%
ニ
イ
ソ
オ
ク
タ
ン
ニ

「
ア
ル
キ

レ
ー

シ

ョ
ン
」

一
〇

%

(
「
イ
ソ
ブ

タ

ン
」
口

「ブ

テ

ン
」

以

上

の
原

料

油

は

「
パ

ラ

フ

ィ

ン
」

系

の
油

で
あ

り

ま
す

。
之

等

の
数

値

は

、

原

O
コ
①

℃
⑳
Qo
Go

料
油
の
組
成
に
影
響
し
て
変
化
し
ま
す
。
之
以
上
の
結
果
は

「ワ
ン
パ
ス
」
で
あ
り

ま
す
が
、
再
循
環
を
す
れ
ば
よ
り
多
く
の
揮
発
油
を
得
ら
れ
ま
す
が
、
「オ
ク
タ
ン

価
」
は
昇
り
ま
せ
ん
。

「
シ

ヤ
ウ

レ
ー

」

氏

Fig2(第2図)

 

此
の
図
の
形
式
の
も
の
で
は
、
再
活
性
塔
か
ら
反
応
塔
に
行
く
時
に

(A
)
な
る
部

分
で
往
々
詰
る
事
が
あ
る
、
其
処
で
小
孔
よ
り
空
気
を
吹
込
ん
で
、
之
を
防
ぎ
ま
す
。

一61一

藤
井
技
手

(
G
)
の

「
パ
イ

プ

」

中

の
流

速

は

如

何

位

で
す

か

。

廠

長
合
成
ゴ
ム
は
平
和
産
業
と
し
て
も
天
然

「ゴ
ム
」
に
匹
敵
し
得
る
や
。

「
シ

ヤ

ウ

レ

ー

」

氏

一
四
イ

ン
チ

吋

「
パ
イ
プ

」
で

四
五
〇

〇

柘

/

日

(七

二
〇

屯
/

日

)
で
あ

り
ま

す

。

エ
グ

ロ
フ
博
士

天

然

「ゴ

ム
」

に

は

天
然

「
ゴ

ム
」

と

し

て

の
特

性

が

あ

り

、

合

成

「
ゴ

ム

」

の



特
性
が
あ
る
か
ら
、
此
の
特
性
を
長
短
相
補
ふ
研
究
を
進
め
る
事
に
よ
り
、
此
事
業

は
当
然
成
り
立
ち
得
る
と
思
ふ
。

田
村
中
佐

重

合

装

置

は

全

部

「
ア

ル

キ

レ
ー

シ

ョ
ン
」

装

置

に
転

換

せ

る

や
。

右
装
置
を
用
ひ

「ワ
ン
パ
ス
」
に
て
六
〇
%
の
揮
発
油

(乾
点
四
〇
〇
度
F

(二
〇

〇
度
C
)
「オ
ク
タ
ン
」
価
約
八
〇
)
を
得
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
居
り
ま
す
。
以
上

が

「テ
i
、
シ
ー
、
シ
ー
」
法
接
触
分
解
の
概
要
で
あ
り
ま
す
。

設
計
数
学
と
し
て
は
六
五
〇
〇

「バ
ー
レ
ル
/
日
」
二

〇
四
〇
屯
/
日
)
の
原
料
油

に
対
し
三
九
〇
〇

「バ
ー
レ
ル
/
日
」
(六
二
五
屯
/
日
)
揮
発
油
を
得
て
居
り
ま
す
。

エ
グ

ロ
フ
博
士

重
合
装
置
は
航
空
揮
発
油
の
生
産
を
目
的
と
す
る
事
な
く
、
自
動
車
揮
発
油
の
生

産
役
立

つ
て
居
る
。

金
開
英
主
任

ロ
ハ今
よ
り
流
動
触
媒
法
に
よ
る
接
触
分
解

に
関
す
る

「シ
ャ
ウ
レ
イ
」
氏
の
御
講

演
が
あ
り
ま
す
。

変

化

率

六
五
%

七
五
%

揮

発

油

五

一
%

五
六

.
五
%

循

環

油

三
五
%

三
〇
%

「ピ

ー

、

ピ

ー

」
溜

分

一

一
%

(オ

レ

フ
イ

ン
六

%

)

「プ

ロ

パ

ン
、

フ

ロ

ベ

ン
」

溜

分

五

五

%

(オ

レ
フ
イ

ン
三

.
五

%

)

ガ

ス

三

%

二

八

五
/

時

)

コ
ー

ク

ス

六

%

八

・
九

%

一62一

[シ
ャ
ウ
レ
イ
氏
】

今
次
大
戦
中
は
前
記
の
如
き
型
式
の
装
置

の
み
を
用
ひ
て
居
り
ま
し
た
が
、
最
近

左
図
の
如
き
型
式
の
も
の
を
計
画
さ
れ
て
居

り
ま
す
。
此

の
装
置
は
未
だ
運
転
し
て

居
り
ま
せ
ん
。

↓

Fig3(第3図)

得
ら
れ
た
る
航
空
揮
発
油
は
二
口
/
口
の
蒸
気
圧
を
有
す
る
か
ら
、
二

.
五
～

三
%
脱

「ブ
タ
ン
」
操
作
を
行
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
斯
く
す
る
事
に
よ
り
収
量
は
五

五

・
五
%
の
五
三
%
に
低
下
す
る
。
表
の
循
環
油
は
四
五
%
は
自
動
車
揮
発
油
に
用

ひ
ら
れ
、
残
り
は
接
触
分
解
原
料
油
に
用
ひ
ら
れ
る
。
再
循
環
に
よ
り

「コ
ー
ク
ス
」

の
収
量
は
八

・
九
%
か
ら
七

・
五
%
へ
減
少
し
ま
す
。

従

っ
て
運
転
は
此
の
点
よ
り
制
限
さ
れ
ま
す
。

再
活
性
室
に
は
小
孔
を
有
す
る
棚
が
設
け
ら
れ
空
気
は
其
の
棚
の
附
近
に
送
ら
れ

ま
す
。
折
出
炭
素
が
燃
焼
す
る
際
生
す
る
熱
を
利
用
し
て
、
水
蒸
気
を
発
生
す
る
の

で
あ
り
ま
す
。
即
ち
六
〇
〇
口
/
吋

(四
三
口
/
2
糎
)
の
圧
力
を
以
て
冷
水
が
蒸
気



釜
の
中
を
循
環
し
、
蒸
気
と
な
り
ま
す
。
其

の
蒸
気
の
圧
力
は
四
五
〇
口
/
口

(三

二
口
/
2糎
)
で
装
置
の
運
転
に
必
要
な
る
機
械
を
動
か
す
に
充
分
で
あ
り
ま
す
。

再
活
性
室
は

一
〇
五
〇
度
F

(六
五
五
度

C
)
で
触
媒
は
再
活
性
室
の
下
よ
り
取

出
し

「バ
ケ
ッ
ト
コ
ン
ベ
ヤ
ー
」
で
上
に
昇
り
、
反
応
塔

へ
約
九
五
〇
度
F

(五

一

〇
度
C
)
で
入
り
ま
す
。

使
用
触
媒
は

二

)
天
然
触
媒

・
…

樫
三
粍
長
四
粍
に
成
型
す
る

(二
)
合
成
触
媒

・
…

三
粍
の
球
に
作
る
、
前
記
M

・
S
鰯
媒
の

(二
)

法
に
似
て
居
て

「ノ
ズ
ル
」
か
ふ
油
浴
中
に
噴
出
す
る
。

を
使
用
し
ま
す
。

第

一
図
の
も
の
は
実
は
未
だ
運
転
し
て
居
り
ま
せ
ん
。

第
二
図
に
よ
る
装
置
は
二
五
〇
〇
～

一
六
〇
〇
〇
柘
/
日

(四
〇
〇
屯
/
日
～
二

五
六
〇
屯
/
日
)
に
て
第

一
図
の
も
の
は
、

一
五
〇
〇
～

一
五
〇
〇
〇
柘
/
日

(二

四
〇
～
二
四
〇
〇
屯
/
日
)
の
程
度
で
あ
り
ま
す
。

橋
本
大
尉

M

・
S
触
媒
の
成
型
は
ど
う
し
て
行
ひ
ま
す
か
。

「シ
ヤ
ウ
レ
ー
」
氏

触
媒

の
成
型
法
に
は
二
つ
あ
り
ま
す
。

1
空
気
乾
燥
法

空
気
中
に
吹
出
し
底
に
つ
く
迄
球
状
に
な
り
ま
す
。

直
径

一
粍

2
噴
出
法

「ノ
ツ
ル
」
か
ら
油
浴
中
に
吹
出
す
事
に
よ
り
成
型
さ
れ
る
。

田
村

中

佐

軽

ガ

ス

(
「ピ

ー

、

ピ

ー

」

留

分

を

除

く

)
の
量

は

ど

の
位

か

。

「
シ

ヤ
ウ

レ

ー

」

氏

[訳

な

し

空

白

】

田

村

中

佐

原

油

は

何

れ

に
し

て
も

可

な

り

や

。

「
シ

ヤ
ウ

レ
ー

」

氏

ど

ん
な

油

で
も

用

ひ

ら

れ

、
重

「
ガ

ス
」

油

、

軽

「
ガ

ス

」

油

何

れ

に
て

も

差

支

あ

り
ま

せ
ん

。

田
村

中

佐

原
油

上

に
対

す

る
揮

発

油

の
収

率

は

。

「
シ

ヤ

ウ

レ

ー
」

氏

次

の

通

り

〔パ

ラ

フ
ィ

ン
)
系
油

芳
香
族
系
油

「モ
ー
タ
ー
」
揮
発
油
収
率

高低

「オ
ク
タ
ン
」
価

低高

収
率
は

「パ
ラ
フ
ィ
ン
」
系
と
芳
香
族
系
の
差
は
三
～
四
%
な
り

・
一
例
を
掲
げ
れ
ば

■
「パ
ラ
フ
ィ
ン
」
系

芳
香
族
系

揮
発

油
収

率

丘

一

四
二

・
四

「オ
ク
タ
ン
」
価

八
〇

八
二
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長
澤
技
師

塔
の
材
質
は
如
何
。

「シ
ヤ
ウ
レ
ー
」
氏

炭
素
鋼
を
用
ひ
、
再
活
性
室
は
煉
瓦
内
張
り
し
ま
す
。

橋
本
大
尉

合
成
触
媒
の
成
分
比
及
混
合
法
如
何
。

Fig4(第4図)

 

「
シ

ヤ
ウ

レ

ー
」

氏

触
媒
は
化
学
的

の
混
合
を
行
ひ
硅
酸
1

「
ア
ル
ミ
ナ
」
系
触
媒
は

一
二
対
八
八
位

で
、
「マ
グ
ネ
シ
ヤ
」
系
触
媒

の
場
合
は
大
体
同
じ
で
あ
る
。

金
開
英
主
任

次

に
賓

氏

に

「
テ
ー

、

シ
ー

、

シ
ー

」

法

の
御

講

話

を

願

ひ

ま

す

。

賓

氏只

今

「
シ

ャ
ウ

レ
ー

」

氏

が

流

動

触

媒

法

に
就

て
詳

し

く

説

明

さ

れ

た

こ
と

に
敬

意

を

表

し
ま

す

。

私

の
御

話

す

る

「テ

ー

、

シ
ー

、

シ
ー

」

法

は

流

動

触

媒

法

と

略

同

じ

で
あ

り

ま

す

が

、

機

構

が

少

し

違

ひ
ま

す

。

「
テ

ー

、

シ
ー

、

シ

ー

」

法

と

流

動

触

媒

法

と

は

浸

込

原

料

、
比

率

、

油

と

触

媒

比

率

も

大

体

似

て

居

ま

す

。

現
在

「
テ

ー

、

シ

ー

、

シ
ー

」

法

に
よ

る

装

置

は

三

十

七

基

の
内

三

十

六

基

は

、

私

が

働

い

て
居

た

会

社

米

国

「
ル

ー

マ

ス
」

精

油

所

で
作

ら

れ

た

も

の

で

、

一
〇

、

○

○

○

柘

/

日

二

六

〇

〇

屯

/

日

)

の

能

力

を

持

っ
て

居

ま

す

。

私

も

図

に
従

っ
て

説

明

致

し

ま

す

。

(第

四
図

参

瞭

)

反
応
が
終
る
と
触
媒
に
炭
素
が
附
着
す
る
の
で
、
再
活
性
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
反
応
塔
よ
り
下
部

へ
落
ち
た
触
媒
は
、
「バ
ケ
ッ
ト
、

コ
ン
ベ
ヤ
ー
」
で
上

へ
昇
り
、
再
活
性
室

へ
送
り
込
み
ま
す
。
触
媒
の
撰
澤
張
込
原
料
油
の
良
否
等
に
よ

り
て
量
、
質
共
に

一
様
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
流
体
触
媒
の
装
置
と
比
較
す
れ
ば
、
反

応
温
度
再
活
性
温
度
は
全
く
同
様
で
、
ロ
ハ触
媒
を
如
何
に
撰
ぶ
か
で
他
は
全
く
同
様

で
製
品
も
似
て
居
り
ま
す
。

部

長「コ
ン
ベ
ヤ
ー
」
は
巧
く
動
き
ま
す
か
。

賓
氏初

期
に
砂
て
は

「バ
ケ
ヅ
」
口
口
部
分
に
故
障
が
多
か
っ
た
が

「グ
ラ
ア
フ
ア
イ

ト
」
の
潤
滑
剤
を
用
ひ
る
事
に
よ
り
解
決
し
三
～
四
ヶ
月
連
続
運
転
を
実
施
し
て
居

り
ま
す
。
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松
山
大
尉

通
油
の
時
間
は
如
何
。

賓
氏反

応
時
間
は
忘
れ
ま
し
た
。
十
ヶ
月
の
経
験
の
数
値
は
持

っ
て
ゐ
る
が
、
此
所
に

持
合
せ
て
居
り
ま
せ
ん
の
で
、
正
確
な
る
こ
と
は
申
し
上
げ
ら
れ
ま
せ
ん
。

田
村
中
佐

「
バ

ケ

ッ
ト

、

コ
ン

ベ
ヤ

」

の
潤

滑

油

は

如

何

。

賓
氏普

通
の

「グ
ラ
ア
フ
ア
イ
ト
」
を
使
用
す
。
始
め
は

「グ
ラ
ア
フ
ア
イ
ト
」
に
高

粘
度
潤
滑
油
を
混
じ
て
使
用
し
ま
す
が
、
運
転
中

「グ
ラ
ア
フ
ア
イ
ト
」
の
み
残
り

連
続
運
転
に
支
障
し
口
。

(付

録
)

「
デ

ー

、

デ

ー

、

テ

ー
」

に
関

す

る
賓

氏

講

話

賓
氏口

に

「
エ
グ
ロ
フ
」
博
士
述

べ
ら
れ
た
通

り
、
最
近
四
、
五
年
間
に
石
油
よ
り

種
々
の
化
学
製
品
が
造
ら
れ
る
様
に
な

っ
た
事
は
洵
に
口
慶
に
堪

へ
ま
せ
ん
。
油
か

ら
種
々
の
化
学
製
品
が
造
ら
れ
、
可
塑
性
物
質
、
合
成
ゴ
ム
等
種
々
造
ら
れ
て
ゐ
ま

す
が
、
之
等
の
原
料
は
主
と
し
て
製
油
の
際

に
生
ず
る
廃

「ガ
ス
」
の
利
用
で
あ
り

ま
す
。

一
例
を
挙
げ
れ
ば

酸
化

酸
化

「
メ

タ

ン

」

↓

「
メ

タ

ノ

ー

ル

」

↓

「
フ

オ

ル
ム

ア

ル

デ

ヒ

ド

」

「
ベ

ン

ゼ

ン

」

「
エ
チ

レ

ン

」

静
性
ソ
ー
ダ

↓

二

塩
化

ベ
ン
ゼ

ン
」

↓

「石
炭
酸
」

塩
酸

↓

「
エ
タ

ノ

ー

ル
」

↓

「
ク

ロ
ラ

ー

ル
」

二

塩
化

ベ
ン
ゼ

ン
」

硫
酸

「
ベ
ー

ク

ラ

イ

ト

」

↓

「
パ

ラ

デ

イ

ク

ロ
ー

ル

、

デ

イ

フ

ニ

ニ

イ

ル
ト

リ

ク

ロ
ー

ル

、

二
タ

ン
」

(デ

ー

、

デ

ー

、

テ

ー

)

「デ
ー
、
デ
ー
、
テ
ー
」
は
七
〇
年
前
ド
イ
ツ
独
逸
人
に
よ
り
発
見
さ
れ
ま
し
た

が
、
工
業
化
す
る
に
困
難
が
あ

っ
た
の
で
、
其
の
侭
放

っ
て
置
か
れ
た
の
で
あ
り
ま

す
。
二
、
三
年
前
米
国
陸
軍
の
要
求
に
よ
り
工
業
化
が
完
成
せ
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま

す
。
「デ
ー
、
デ
ー
、
テ
ー
」
は
殺
虫
剤
に
用
ひ
ら
れ
、
細
菌
迄
も
殺
す
事
が
出
来

ま
す
。
伝
染
病
が
流
行
し
た
時
に
は
、
飛
行
機
で
撤
布
す
れ
ば
良
い
の
で
あ
り
ま
す
。

台
湾
の
如
く
蚊
が
多

い
所
で
は
、
是
非
之
が
必
要
に
思
は
れ
ま
す
。

「
エ
グ

ロ
フ
」
博
士

植
物
に
は
直
接
に
は
影
響
は
な
い
が
、
蜂
と
か
口
を
も
殺
す
の
で
間
接
に
害
が
あ

る
。
水
に
溶
解
す
る
の
で
魚
を
も
殺
す
し
、
小
鳥
も
殺
す
事
が
あ
る
か
ら
、
此
を
大

量
に
使
用
し
た
な
ら
ば
自
然
界
の
均
衡
が
破
れ
る
で
せ
う
。

大
都
市
に
発
生
し
た
伝
染
病
の
撲
滅
に
は
最
適
で
あ
り
ま
し
て
、
戦
争
中

「イ
タ

リ
ア
」

「ナ
ポ
リ
」
に
て

「チ
ブ
ス
」
が
発
生
し
全
欧
州
に
漫
延
せ
ん
と
し
た
時
、

市
民
百
万
人
の

一
人

一
人
を

「デ
i
、
デ
ー
、
テ
ー
」
で
全
部
消
毒
し
た
所
、
之
を
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完
全
に
防
止
さ
れ
た
例
が
あ
り
ま
す
。

(終

)

付
記

表
記
を

一
部
読
み
や
す

い
よ
う
に
変
え
た
。
カ
タ
カ
ナ
は
平
仮
名
に
直
し
た
。

図
の
番
号
も

一
部
入
れ
か
え
た
。
筆
者
に
コ
ピ
ー
を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
阿
久
根

央
氏
に
感
謝
し
た
い
。

日
揮

株
式

会
社

『日
揮

50
年
史

』

(非
売

品

、
昭
和

54
年

)
4
頁

、

51
～

53
頁
。

日
本

揮
油

と

U
O

P
社
と

の
間

で
昭

和
三

年

に
ダ

ラ
ス
式

ク

ラ

ッ
キ

ン
グ
法

の
特

許
契

約
が

締
結

さ

れ

た

が
、

エ
グ

ロ
フ
博
士

は
技

術
説

明
を

行
う

と
と

も

に
、
契
約

交
渉

に
も

か

か
わ

っ
た
。

戦

後

の
昭
和

二
八

年

に
は
白
金

触
媒

を
用

い
た

接
触

改
質

法

で
あ

る
U
O

P
プ

ラ

ッ
ト

フ

ォ
ー

ミ

ン
グ

法

の
導
入

が
日
本

揮
発

油
を

通

し
て
、

日
本

の
石

油
会
社

に
採
用

さ
れ

た
。

第

六
海

軍
燃

料
廠

史
編

集
委

員
会

『第

六
海

軍
燃
料

廠
史

』

(非
売

品

、
昭
和

61
年

)
。

燃

料
懇

話
会

　日
本
海

軍
燃
料

廠

史

上
』

(非

売
品

、
昭

和

47

年
)
、

摺
～
36
頁

。

同
右

、
29
頁

、

7

'

渡
辺

伊
三

郎

『思

い
出

の
記

=
(非

売
品

、
昭
和

51
年

)
輔
頁
。

渡

辺
少
将

は
筆

者

に
も
同

様

の
回
想

を
行

っ
た

。
別
府

良

三
中
将

の
技

術
的

な
選

択

の
失

敗

で
あ

る
。

技
術

的
な

点
を

補
足

し
て

お
く
と

、

オ
ク
タ

ン
価

を
高

め

る
た
め

に
イ

ソ
オ

ク
タ

ン
は
必

要

で
あ

っ
た

が
、
製

油
所
廃

ガ

ス
B

I
B
留

分

(ブ
タ

ン

・
ブ

チ

レ
ン
)
が
見

込

め
な

い

た
め

に
、

発
酵

法

や
ア
セ

チ

レ
ン
法

に
よ

る
ブ
タ

ノ
ー

ル

に
活
路

を
見

出
し

、

こ
れ
を
脱

水

・
異
性

化

し
て
イ

ソ
ブ

テ

ン
リ

ッ
チ

の
ガ

ス
を

え

て
、
重

合
水

添

し
て
イ

ソ
オ

ク
タ

ン

を
得

る
と

い
う
方
法

で
あ

る
。

前
掲

}日
揮

50
年

史
』

15
頁

。
前

掲

『思

い
出

の
記
』

畑

頁

。
技
術

に
関

心

が
あ
れ

ば
、

第
六

海
軍
燃

料
廠

合
成

部
長

・
藤

尾
誓

「イ

ソ
オ

ク
タ

ン

合
成

法

」
(前

掲

「日
本

海
軍

燃
料
廠

史

上
』
、
謝
～
41
頁

)
を

見
ら

れ
た

い
。
な

お

、
藤

尾
部

長

は
一。
i
s
o
-
o
c
t
a
n
e

装

置

が
付
着

で
あ

っ
た

こ
と

を
失

敗

の
原
因

に
挙

げ

て
い
る

。
渡

辺
徳

二
編

著

『現
代

日
本

産
業

発
達

史

X
皿

化
学

工
業

上

』

(交
旬

社

、
昭
和

43
年

、

鵬

～

15

頁
)

に
も
優

れ

た
記
述

が
あ

る

の
で
、

参
照

さ
れ

た

い
。

同
右

『日
本
海

軍
燃

料
廠

史

上
』

鵬

～
鵬
頁

。
主

要
生

産
能

力

・
建

設

状
況

は
同
書

麗
、

33

頁
を

見
ら

れ
た

い
。

前

掲

『第
六

海
軍

燃
料

廠
史
』

鵬
頁

、

翻
頁
。

野

村
数

雄
技

術
少

佐

・
藤
本
春

季

技
術

少
佐

が
U

O
P
社

に
出

張

し
、

そ
の
技

術
調

査
を

も

と

に
、
昭

和
十

五
年

二
月

か
ら

大
船

第

一
海

軍
燃

料
廠

で
パ
イ

ロ
ッ
ト
プ

ラ

ン
ト

で

の

実

験
を

開
始

し
た

。
昭

和
十

七
年

八
月

に
第

二
海

軍
燃

料
廠

で
工
業

装

置

の
建

設

が
決
定

さ
れ

た
。

野
村
数

馬

「接
触

分
解

」

(
『日
本

海
軍

燃
料

廠
史

上
』

鵬

頁
V
参

照
。

前
掲

『日
揮

50
年

史
』

14
頁

、

謝
頁
。

モ

ラ
ル

エ
ン
バ
ゴ
ー

に
よ

り
U

O
P
社

は

日
本

に

技
術

提
供

で
き

な

か

っ
た

。

前
掲

『日

揮

50

年
史

』
13

、
14
頁

。

前
掲

「接

触
分

解
」

(『日
本

海

軍
燃
料

廠
史

上

』

謝
頁
。

前
掲

『日

揮

50
年
史

』

14
頁
。

前
掲

『現
代

日
本

産
業

発
達

史

X

Ⅲ

化

学

工
業

上
』

鵬
頁

参
照

。

堀

口
博

『石
油

化
学

合
成
』

(技

報
堂

、
昭
和

33
年

)
36

～
42
頁
。

石
橋
弘

毅

『石
油
精

製

と

石
油
化

学
』

(槙
書
店

、

1
9

6
3
年

)

49
～

63
頁
。

前

掲

『第

六
海

軍
燃

料
廠

史
』

63
頁

、

齪
頁
、

川
頁

、
皿
頁

。

職
員

の
大
部

分

は
中
国

経

済

部

に
顧
問

・
嘱

託

の
形

で
留

用

さ
れ
、

生
活

費
も

支
給

さ
れ

た
。

な
お

、
同
書

の
中

で

[口
付

に
差
異

が
見

ら
れ

る
。
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